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８〔訳注〕MiguelAbensour,Lettre d’un “révoltiste” à Marcel Gauchet converti à la “politique 
normale” ,éditionrevueetcorrigée,Sens&Tonka,2008,p.21.




















































































































































































































































































































































































ヴェイユ」とともに出版されている。SimoneWeil,Note sur la suppression générale des 
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する民主主義――マルクスとマキアヴェリ的契機』（未訳）〕；Hannah Arendt 
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こう（略歴についてはManuelCervera-Marzal,Miguel Abensour : critique de la 
domination, pensée de l’émancipation,Sens&Tonka,2013を参考にした。アバ
ンスールの詳しい書誌情報については、同書と2004年のアバンスールについての























































L’Adoration （Déconstruction du christianisme,２），Galilée,2010,p.13.『アドラシ
オン――キリスト教西洋の脱構築』メランベルジェ眞紀訳、新評論、2014年、24
頁）。つまりナンシーによれば、ヨーロッパ文明の転換点において解放という概念
は個人という概念と共犯的に作用したということだ。このような理解のもとにナン
シーは解放という概念を批判しているということを確認しておく必要がある。ま
た、上のような個人概念への批判を踏まえて本鼎談の最後のナンシーの応答に戻れ
ば、この論点がナンシーの民主主義理解と密接に関係していることがわかるだろ
う。そして『無為の共同体』から「キリスト教の脱構築」に至るまで、ナンシーが
個人ならざる実存を一貫して探求してきたことを想起しよう。このような経緯を踏
まえれば、ナンシーの民主主義論が「共」という事柄をめぐる存在論の練り上げと
不可分であることを忘れるわけにはいかないだろう。
 «Insistancesdémocratiques:entretienavecMiguelAbensour,Jean-LucNancy
 &JacquesRancière»,inVacarme,no48,été2009,pp.8-17.
 訳＝伊藤潤一郎（早稲田大学博士後期課程）
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